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●地域の公共交通・医療機関・商店を
　　　　　　　　　　利用しましょう
●瀬戸内国際芸術祭2013を振り返る
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●第54回小豆島駅伝競走大会開催！
●～みんなで国保を守りましょう！～
●人権啓発作品展示のお知らせ
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「素朴な演技が心に響く、感動の舞台」
～5年ぶりに上演された島民演劇「二十四の瞳」～
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私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
公
共
交
通
や
地
域
の

病
院
、
地
元
商
店
。
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
町
の

活
性
化
に
繋
が
り
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

元
気
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
、
積
極

的
に
地
域
の
公
共
交
通
・
病
院
や
診
療
所
・
商
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

町
の
元
気
の
た
め
に

町
の
元
気
の
た
め
に

地
域
の
公
共
交
通
・
医
療
機
関
・
商
店
を

地
域
の
公
共
交
通
・
医
療
機
関
・
商
店
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

利
用
し
ま
し
ょ
う

路
線
バ
ス
は
「
島
民
の
足
」
で
す　

公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
を

路
線
バ
ス
は
「
島
民
の
足
」
で
す　

公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
を

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
株
式

会
社
は
、
小
豆
両
町
を
は
じ
め
、

自
治
会
、
地
元
企
業
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
、
ま

さ
に
島
民
が
株
主
の
会
社
で
、

交
通
弱
者
や
観
光
客
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
島
内

唯
一
の
路
線
バ
ス
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
新
設
高
校
や
病
院
再

編
、
航
路
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
小
豆
両
町
か
ら
職
員
を

派
遣
し
、
路
線
や
ダ
イ
ヤ
も
含

め
た
抜
本
的
な
見
直
し
に
着
手

す
る
予
定
で
す
が
、
何
よ
り
も

島
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。「
島
民
の
足
」
を
守
る

た
め
、
皆
さ
ん
、
路
線
バ
ス
を

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促

進
と
利
便
性
向
上
の
た
め
、
平

成
23
年
1
月
よ
り
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

『
オ
リ
ー
ブIruC

a

』
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
同
年
10
月
か
ら

は
高
松
航
路
、
今
年
4
月
か
ら

は
町
内
の
一
部
商
店
や
観
光
施

設
な
ど
で
も
、
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
オ
リ
ー
ブIruC

a

』
は
、

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
事
務
所

ま
た
は
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
車
内

に
て
販
売
（
１
枚
２
，０
０
０

円
）
し
て
い
ま
す
。『
オ
リ
ー

ブIruC
a

』
で
オ
リ
ー
ブ
バ

ス
に
乗
車
し
ま
す
と
通
常
運
賃

か
ら
13
％
の
割
引
に
な
り
ま

す
。
公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ

ス
を
は
じ
め
、
航
路
、
商
店
、

観
光
施
設
な
ど
、
島
内
で
幅
広

く
利
用
が
で
き
る
『
オ
リ
ー
ブ

IruC
a

』
を
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
オ
リ
ー
ブIruC

a

」

電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
加
盟
店

募
集

　

今
年
4
月
よ
り
町
内
の
商
店

や
観
光
施
設
な
ど
で
『
オ
リ
ー

ブIruC
a

』
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電

子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
端
末
機
の

設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
初
期
設
置
の
費
用
の

一
部
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

町
内
店
舗
等
で
電
子
マ

ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
企
画

財
政
課
（
☎
７
５
―
１
８

０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

内
海
病
院
な
ど
地
域
の
病
院
や

内
海
病
院
な
ど
地
域
の
病
院
や

診
療
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

診
療
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

病
院
に
か
か
る
こ
と
な
く
健

康
で
毎
日
を
過
ご
せ
る
こ
と
は

私
た
ち
の
共
通
し
た
願
い
で
す

が
、
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た

り
、
思
い
掛
け
ず
怪
我
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、

急
を
要
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

く
、
重
篤
の
度
合
い
に
よ
っ
て

は
治
療
ま
で
の
時
間
が
生
命
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

特
に
、
夜
半
や
荒
天
時
に
は

島
外
と
の
交
通
が
閉
ざ
さ
れ
る

だ
け
に
、
島
内
で
一
定
水
準
の

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
は
た
い

へ
ん
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
島
と
い
う
特
異

な
医
療
環
境
の
中
で
、
内
海
病

院
は
多
く
の
診
療
科
や
入
院
機

能
を
有
し
、
感
染
症
へ
の
対
応

や
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
う
な
ど
、
地
域
医
療
の

中
核
と
な
る
公
立
病
院
で
す
。

　

地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
内
海
病
院

な
ど
、
地
元
の
医
療
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

路線バス利用促進活動支援制度
　地域住民の「足」である路線バス
の利用促進活動に取り組む団体等
に対して、補助金を交付します。
【対象事業】
①地元商店とタイアップした企画切符の発行、
イベント活用、通勤時等路線バスの利用促進
②交通結節点の施設提供（駐車場・駐輪場）など
【補助金額】
①対象経費の２分の１（10万円限度）
②１か所、１台分につき年間２万円



2013.123

　

そ
の
使
命
と
し
て
救
急
を
は

じ
め
、
不
採
算
な
診
療
部
門
や

高
度
な
医
療
機
器
を
備
え
る
な

ど
、
医
療
水
準
の
維
持
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
健

康
講
座
の
開
催
な
ど
、
疾
病
や

介
護
予
防
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
医
師
不
足

の
影
響
や
島
外
の
大
病
院
志
向

等
に
よ
り
、
年
々
利
用
者
が
減

少
し
、
医
師
確
保
を
含
め
大
変

厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
医
師
や
ス
タ
ッ

フ
を
集
約
し
、
よ
り
幅
広
い
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
国
・

県
の
支
援
を
得
な
が
ら
新
病
院

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
何
と
し

て
も
地
域
内
で
一
定
水
準
の
医

療
を
維
持
し
、
新
病
院
に
繋
げ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

内
海
病
院
は
昭
和
28
年
の
開

設
か
ら
今
年
で
60
年
が
経
過
し

ま
す
が
、
戦
前
、
中
国
・
上
海

で
博
愛
の
医
業
を
実
践
さ
れ
た

初
代
院
長
の
頓と

ん

宮ぐ
う

先
生
は
「
島

の
人
た
ち
が
こ
の
病
院
を
活
用

し
て
健
康
に
な
り
病
と
縁
無
き

島
と
し
た
い
」
と
の
理
念
の
元

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
内

海
病
院
を
は
じ
め
、
近
く
て
便

利
な
地
元
の
医
療
機
関
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

時
間
外
の
受
診
は
症
状
に
よ
り

判
断
を

　

内
海
病
院
で
は
、
救
急
患
者

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

夜
間
や
休
日
は
入
院
患
者
へ
の

対
応
を
含
め
当
直
医
師
は
１
名

体
制
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
翌

日
が
休
日
以
外
は
引
き
続
き
通

常
勤
務
に
な
り
ま
す
の
で
、
医

師
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

も
急
を
要
し
な
い
と
思
わ
れ
る

症
状
で
あ
れ
ば
、
決
め
ら
れ
た

診
察
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

地
元
商
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

地
元
商
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

【
な
か
よ
し
チ
ッ
プ
・
な
か
よ

し
商
品
券
な
ど
】

町
内
第
２
通
貨　

集
め
て
お
得
！

な
か
よ
し
チ
ッ
プ

●
町
内
の
加
盟
店
65
店
で
お
買

い
物
を
す
る
と
本
体
価
格

１
０
０
円
に
つ
き
1
枚
な
か

よ
し
チ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
満
貼
台
紙
1
冊
で
２
５
０
円

の
お
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

（
加
盟
店
で
利
用
可
能
）

●
満
貼
台
紙
3
冊
で
サ
ン
オ

リ
ー
ブ
温
泉
入
浴
券
や
20
冊

で
フ
ェ
リ
ー
回
数
券
と
い
つ

で
も
交
換
で
き
る
レ
ギ
ュ

ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
も
併
設
。

買
っ
て
お
得
！
使
っ
て

　
　
　
　
　

お
得
な
商
品
券

●
使
用
期
限
は
無
期
限
で
、
加

盟
店
＋
内
海
病
院
の
支
払
い

に
も
使
え
ま
す
。

●
な
か
よ
し
商
品
券
で
の
買
い

物
時
は
も
ち
ろ
ん
、
商
品
券

の
購
入
時
も
１
０
０
円
に
付

き
1
枚
な
か
よ
し
チ
ッ
プ
が

も
ら
え
ま
す
。

●
冠
婚
葬
祭
の
お
返
し
や
イ
ベ

ン
ト
の
景
品
に
よ
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。（
の
し
袋
も

準
備
し
て
い
ま
す
。）

　

新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
予
定
で
す
。
今
回
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
な
か
よ
し
チ
ッ
プ
無
料

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

な
か
よ
し
ス
タ
ン
プ
会

　

☎
８
２
―
６
７
２
２

　

☎
７
５
―
０
４
０
８

　

従
来
、
地
元
商
店
は
、
周
辺

住
民
の
消
費
活
動
の
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
交
流
の
場
と
し

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
車
の
普

及
や
大
型
店
の
進
出
な
ど
に

よ
り
地
元
商
店
が
衰
退
し
た
結

果
、
住
民
の
地
元
商
店
の
利
用

頻
度
の
更
な
る
低
下
を
招
き
、

住
民
同
士
の
交
流
の
場
が
失
わ

れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
域
で
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
、
高
齢
者
や
子
育

て
家
族
へ
の
支
援
、
防
犯
・
防

災
、
環
境
保
全
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
復
活
の
た
め
に

も
、
地
元
商
店
の
活
性
化
が
不

可
欠
で
す
。

　

今
後
、
元
気
な
小
豆
島
町
を

取
り
戻
す
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
地
元
商
店
で
買
い
物

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

地
元
商
店
を
利
用
す
る
こ
と
が

ま
ち
の
元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
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11
月
４
日
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

芸
術
祭
は
、
地
域
の
人
々
が
そ
こ
に
あ
る
自
然
、
文
化
、
伝
統
、
暮
ら
し

な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
、
も
う
一
度
地
域
社

会
を
元
気
に
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
か
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
芸
術
祭
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
３
月

　
春
会
期
開
幕

20
日　

三
都
半
島
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト

　

壺
井
栄
生
誕
地
お
花
畑
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

お
披
露
目
会

20
〜
31
日　

Creator in Resid

　

ence

「ei

」
１
期

31
日　

醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

　
４
月

１
〜
10
日　

Creator in Resid

　

ence

「ei

」
２
期　

５
〜
21
日　

ま
ま
ご
と
「
港
の

劇
場
」　
〝
お
さ
ん
ぽ
演
劇

『
赤
い
灯
台
、
赤
い
初
恋
』『
さ

か
の
ぼ
り
、ま
だ
見
ぬ
家
へ
』〞

11
〜
30
日　

Creator in Resid

　

ence

「ei

」
３
期

13
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ

　

石
割
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

14
日　

打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

と
合
唱
の
祭
典

20
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ

　

山
吉
邸
お
弁
当
の
会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
５
月

24
日　

東
京
藝
術
大
学
交
流
会

　
６
月

１
日　

小
豆
島
の
光　

サ
ヌ
カ

イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

16
日　

小
豆
島
の
光　

中
山
農

村
歌
舞
伎　
「
し
ら
ざ
ぁ
〜

お
見
せ
い
た
し
や
し
ょ
う
」

　

ウ
マ
キ
キ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ク
シ

　

ョ
ッ
プ　
「
ご
近
所
映
画
ク

ラ
ブ
」
撮
影
と
上
映

24
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

幼
稚
園
児

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
指
人
形

劇
と
作
品
お
披
露
目
会
）

　
７
月

７
日　

ん
ご
ん
ご
ま
つ
り（
ウ
ォ

　

ー
キ
ン
グ
大
会
ほ
か
）

８
日　

水
の
神
様
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
来

島
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

実
施

15
日　

三
都
半
島
夏
会
期
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

地
元

公
開
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

17
日　

つ
ぎ
つ
ぎ
き
ん
つ
ぎ　

移
転
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー

　
夏
会
期
開
幕

20
日　

福
武
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト

20
〜
29
日　

Creator in Resid

　

ence

「ei

」
４
期

21
日　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

22
日　

福
武
ハ
ウ
ス　

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
記
者
会
見
・
ギ
ャ
ラ

小豆島の光　中山農村歌舞伎「し
らざぁ～お見せいたしやしょう」

「ご近所映画クラブ」上映

醤の郷＋坂手港プロジェクト
オープニングイベント　　　

Creator in Residence「ei」

水の神様プロジェクト
ビートたけしさん来島
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リ
ー
ト
ー
ク

　
「
ア
ジ
ア
・
ア
ー
ト
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
を
め

ぐ
っ
て
」

28
日　

醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

夏
会
期
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
な
つ
ま

つ
り
」

30
・
31
日　

オ
リ
ー
ブ
の
リ
ー

ゼ
ン
ト　

お
絵
か
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

31
日　

三
都
半
島
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　
「
か
か
し
作
り
」

　
（
小
山
真
德
）

31
〜
８
月
９
日　

Creator in 
Residence

「ei

」
５
期

　
８
月

４
日　

神
尾
昇
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ソ
プ
ラ
ノ
高
橋
薫
子
と
室
内

楽
の
祭
典

10
〜
20
日　

Creator in Resid
　

ence

「ei

」
６
期

18
日　

ウ
マ
キ
キ
ャ
ン
プ
「
建

築
家
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ　

食
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
山
吉
邸

お
素
麺
の
会
」　

21
日　

三
都
半
島
音
楽
イ
ベ
ン

ト 「O
ops！

-K
am
isam

a LI

　

V
E

」（
臼
井
英
之
）

22
〜
９
月
１
日　

Creator in 
Residence

「ei

」
７
期

24
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
「
醤
油
会

館
ま
つ
り
」

25
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ　

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
―
小

豆
島
の
デ
コ
ボ
コ
た
ち
―
」　

25
〜
27
日　

ま
ま
ご
と
「
港
の

劇
場
」
　
〝
日
本
の
大
人
〞
上
演

29
日　

ウ
マ
キ
キ
ャ
ン
プ　

「
４
コ
マ
ま
ん
が
を
つ
く
ろ

う
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

31
日　

三
都
半
島
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト 

「A
 Participatory 

Garden

」（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ジ
ャ
ッ
ク
）

　
９
月

28
日　

三
都
半
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ 

「
み
ん
な
で
大
き
な
絵
を

描
こ
う
」（
柚
木
恵
介
）

　
10
月

　
秋
会
期
開
幕

５
・
６
日　

小
豆
島　

石
の
魅

力
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ジ

オ
サ
イ
ト
探
訪

５
〜
14
日　

Creator in Resid

　

ence

「ei

」
８
期

12
〜
14
日　

ま
ま
ご
と
「
港
の

劇
場
」　

ま
ま
ご
と
＋
星
野

概
念
実
験
室
〝
島
め
ぐ
り
ラ

イ
ブ
『
う
た
の
か
け
ら
』〞

15
〜
24
日　

Creator in Resid
　

ence

「ei

」
９
期

19
〜
11
月
４
日　

ま
ま
ご
と

「
港
の
劇
場
」　

道
ば
た
ダ
ン

ス
、
紙
し
ば
い

19
・
20
日　

島
民
演
劇
「
二
十

　

四
の
瞳
」
公
演

20
日　

オ
リ
ー
ブ
の
リ
ー
ゼ
ン

ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
も
っ

と
×
２
オ
リ
ー
ブ
の
リ
ー
ゼ

ン
ト
を
か
っ
こ
よ
く
し
よ
う
」

25
〜
11
月
４
日　

　

Creator in Residence

「ei

」

10
期

26
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ　

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
お
ま
ん

じ
ゅ
う
の
会
「
Ｄ
Ｊ
み
そ
し

る
と
Ｍ
Ｃ
ご
は
ん
」

26
・
27
日　

し
ょ
う
ど
し
ま
し

ま
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

27
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ　

食
の
イ
ベ
ン
ト　
「
山
吉
邸

お
弁
当
の
会
」

　
11
月

２
日　

小
豆
島
カ
タ
チ
ラ
ボ　

「
誰
か
の
た
め
の
も
の
づ
く

り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

３
日　

三
都
半
島
音
楽
イ
ベ
ン

ト　
「
夕
日
音
楽
の
集
い
」

（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ャ
ッ
ク
）

４
日　

あ
り
が
と
う
瀬
戸
芸
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

狂
言
・
農
村
歌
舞
伎
公
演in

棚
田
の
里

　

醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
秋
ま
つ
り
」

福武ハウス　オープニング
シンポジウム　　　　　　

オリーブのリーゼント　
お絵かきワークショップ

三都半島ワークショップ 
「みんなで大きな絵を描こう」

神尾昇プロデュース　ソプラノ
高橋薫子と室内楽の祭典　　　

島民演劇「二十四の瞳」

小豆島　石の魅力創造シンポジウム
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た
。
新
し
い
カ
タ
チ
と
は
、
古

い
も
の
を
そ
の
ま
ま
守
る
の
で

は
な
く
、
新
し
い
息
吹
を
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的

な
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
大
切
な
も
の
を
守
り
、

磨
く
、
取
り
組
み
は
、
今
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
よ
う
や
く
立
っ
た
の
で

す
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
必

ず
ゴ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
の
芸
術
祭
は
今
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　
　
（
11
月
５
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

3
が
終
わ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
成
功
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
ら
の
皆
さ
ん
、
地
元

の
皆
さ
ん
な
ど
関
係
さ
れ
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

芸
術
祭
の
意
味
は
、
地
域
に

住
む
人
々
が
そ
こ
に
あ
る
自
然
、

文
化
、伝
統
、産
業
、人
情
な
ど
、

見
失
い
が
ち
な
大
切
な
も
の
に

気
づ
き
、
自
信
と
誇
り
を
取
り

戻
し
て
、
大
切
な
も
の
を
守
っ

て
、
磨
い
て
い
く
こ
と
に
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
自
分
た
ち
の
力
で
、

再
び
歩
き
出
す
た
め
の
き
っ
か

け
を
つ
か
む
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、

元
気
で
、
魅
力
あ
る
地
域
に
な

る
こ
と
で
、
日
本
が
変
わ
り
、

こ
の
国
が
再
び
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

文
明
は
大
き
な
転
換
点
に
あ

り
ま
す
。
古
く
て
、
魅
力
の
な

い
も
の
と
さ
れ
た
も
の
に
本
当

の
価
値
が
あ
る
こ
と
に
、
人
々

は
再
び
気
づ
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

都
市
化
、
近
代
化
な
ど
が
進

む
中
で
、
小
豆
島
は
、
人
口
減

少
と
過
疎
化
に
苦
し
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
再
び
、
小

豆
島
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地

域
が
も
つ
価
値
が
見
直
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
大
切
な
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
地
域
に

あ
る
大
切
な
も
の
と
は
、
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
と
、
山
や
、
田

ん
ぼ
や
、
畑
や
、
海
や
、
川
な

ど
の
自
然
、
地
域
が
築
い
て
き

た
文
化
、
伝
統
、
産
業
な
ど
の

す
べ
て
で
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
私
た
ち
が

忘
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
小
豆
島

の
大
切
な
も
の
を
見
つ
け
、
新

し
い
カ
タ
チ
に
し
て
く
れ
ま
し

『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
3
を
終
え
て
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

 

「
活
性
酸
素
消
去
能
を
強
化
し
た
佃
煮
の
開
発
」

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
任
研
究
員

岡　

崎　

賢　

志

　

活
性
酸
素
と
は
人
の
体
を
酸

化
さ
せ
る
反
応
性
が
高
い
物

質
で
、
体
内
で
発
生
し
た
活
性

酸
素
は
細
胞
を
傷
つ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
病
の
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中

で
活
性
酸
素
を
消
去
す
る
効
果

（
抗
酸
化
性
）
に
関
す
る
数
多

く
の
研
究
例
が
あ
り
、
メ
ラ
ノ

イ
ジ
ン
に
も
そ
の
効
果
が
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ラ
ノ
イ
ジ
ン
は
醤
油
や
味

噌
な
ど
に
含
ま
れ
る
褐
色
物
質

で
あ
り
、
ア
ミ
ノ
酸
と
糖
が
反

応
し
て
（
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
と

呼
ば
れ
る
）
生
成
す
る
物
質
の

総
称
で
す
。
私
が
行
っ
た
研
究

で
、
メ
ラ
ノ
イ
ジ
ン
は
反
応
が

進
む
ほ
ど
活
性
酸
素
消
去
能
が

高
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
小
豆
島
の
特
産
品

で
あ
る
佃
煮
に
着
目
し
、
活

性
酸
素
消
去
能
を
強
化
し
た
新

商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
佃
煮
の
加
熱
工
程
中
に
キ

シ
ロ
ー
ス
と
い
う
糖
を
加
え
、

醤
油
中
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸

と
の
反
応
を
促
進
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
活
性
酸
素
消

去
能
を
高
め
る
こ
と
に
成
功

し
、
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
特
許
を
用
い
て
島
内
企
業

に
よ
っ
て
商
品
化
も
さ
れ
て
お

り
、
機
能
性
食
品
と
し
て
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

Vol.35

芸術祭最終日には、醤油会館で瀬戸芸を振り返る
「ありがとう瀬戸芸シンポジウム」が行われました

活性酸素消去能を強化した佃煮
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参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
お
よ
び
各
種
団

体
、
町
職
員･

教
職
員
を
対
象

に
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人
権
教

育
や
意
識
啓
発
な
ど
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
課
が
所
管
す
る
３
つ
の
隣

保
館
で
は
同
和
問
題
の
解
決
や

地
域
の
自
立
の
た
め
に
各
種
講

座
や
相
談
事
業
、
就
職
情
報
の

発
信
、
会
館
学
習
会
、
１
０
０

円
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
内
外
の
交
流
に

繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
４
８
３
戸
の
町
営
住

宅
の
適
正
管
理
や
老
朽
化
対

策
、
就
労
対
策
等
課
題
は
山
積

み
で
す
が
、
地
域
の
実
態
把
握

に
努
め
、
粘
り
強
い
啓
発
活
動

や
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
・
家

庭
・
教
育
な
ど
各
現
場
と
行
政

の
相
互
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
お
よ
び
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

Vol.17

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
て
早
十
数
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
同

和
問
題
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

女
性
、
障
が
い
者
、
外
国
人
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
犯
罪
被
害
者
他
、

多
種
多
様
な
人
権
問
題
が
存
在

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
都
心
で
行
わ
れ
て

い
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
特
定

の
国
や
民
族
を
対
象
と
し
た
憎

悪
表
現
）
や
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）、

戸
籍
の
第
三
者
に
よ
る
大
量
不

正
取
得
等
、
差
別
に
繋
が
る
事

象
は
年
々
複
雑
か
つ
多
様
化
、

悪
質
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
女
性
の
管
理
職
登
用

率
を
30
％
に
ま
で
上
げ
よ
う
と

い
う
２
０
２
０
３
０
運
動
や
男

性
の
育
児
休
暇
取
得
推
進
、
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
等
の

動
き
も
活
発
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

本
町
の
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合

い
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
温
か

い
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く

た
め
、
人
権
教
育
啓
発
に
関
す

る
基
本
計
画
お
よ
び
男
女
共
同

「
人
権
の
世
紀
実
現
に
向
け
て
」

　

オ
リ
ー
ブ
の
島
、
小
豆
島
。

休
耕
地
が
、
ど
ん
ど
ん
オ
リ
ー

ブ
畑
に
変
り
、
多
く
の
街
路
樹

が
、
オ
リ
ー
ブ
。
風
に
吹
か
れ

オ
リ
ー
ブ
の
葉
裏
が
、
銀
色
に

光
っ
て
ゆ
れ
る
。
今
ま
さ
に
収

穫
の
時
、
オ
リ
ー
ブ
の
恵
み
を

た
っ
ぷ
り
と
味
わ
え
る
幸
せ
な

季
節
で
す
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・
長
寿

の
島
づ
く
り
」
は
、
す
こ
し
ず

つ
で
す
が
、
着
実
に
広
が
っ
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
「
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室
で
は
、

毎
日
の
食
事
の
中
に
無
理
な
く

取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
家

庭
料
理
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
料
理
を
食
べ

て
、
皆
さ
ん
の
顔
が
、
輝
い
て

見
え
る
の
が
、
な
に
よ
り
う
れ

し
い
瞬
間
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
が

あ
る
の
が
当
た
り
前
、
そ
ん
な

小
豆
島
町
に
な
っ
た
ら
今
よ
り

健
康
度
が
、
ア
ッ
プ
し
、
医
療

費
抑
制
も
出
来
る
の
で
は
と
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
オ
リ
ー

ブ
の
実
や
オ
イ
ル
を
使
っ
た
家

庭
料
理
を
考
え
る
の
が
、
楽
し

み
で
す
。
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

浮
か
ん
だ
ら
す
ぐ
に
作
っ
て
家

族
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
好

評
な
も
の
は
レ
シ
ピ
に
仕
上
げ

ま
す
。

　

今
や
オ
リ
ー
ブ
の
あ
る
生
活

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
い
の

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
で
健
康
度
ア
ッ
プ
を
』

　
　
　

総
務
部
人
権
対
策
課

課　

長

丸　

本　
　
　
秀

人権擁護委員による商工まつり
での啓発グッズ作成事業　　　

小
豆
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

副
会
長

平　

井　

若　

子オリーブを使って手軽にできる料理を
皆で学ぶオリーブ料理教室　　　　　
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●
大
き
な
農
作
物
被
害

　

数
年
前
か
ら
、
植
え
付
け
直

後
の
水
稲
の
苗
を
水
際
近
く
で

噛
み
切
ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
、

調
査
の
結
果
、
犯
人
は
ヌ
ー
ト

リ
ア
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。さ
ら
に
そ
の
後
の
調
査
で
、

植
え
付
け
直
後
の
食
害
に
よ
り
、

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
も
収
量
が
減

少
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
予
想
以
上
の
大
き
な
被
害

で
す
。

　

ま
た
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
草
食

性
の
た
め
、
稲
以
外
に
も
ニ
ン

ジ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
も
好
ん
で
食
害
し

ま
す
。

　
●
海
外
か
ら
き
た
ネ
ズ
ミ
の

　　

仲
間

　

ヌ
ー
ト
リ
ア
は
齧げ

っ

歯し

目
ヌ
ー

ト
リ
ア
科
で
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で

す
。
大
き
な
個
体
で
は
鼻
先
か

ら
し
っ
ぽ
の
先
ま
で
お
よ
そ
１

ｍ
に
も
な
り
ま
す
。

　

日
本
に
は
、
戦
時
中
、
毛
皮

用
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
が

終
戦
と
と
も
に
需
要
が
激
減

し
、
野
外
に
遺
棄
さ
れ
た
個
体

が
定
着
し
、
分
布
を
徐
々
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

小
豆
地
域
で
も
、
平
成
23
年

度
に
は
百
頭
近
く
が
捕
獲
さ
れ

ま
し
た
。

　
●
近
く
に
い
ま
せ
ん
か
？

　

居
住
地
の
近
く
に
ヌ
ー
ト
リ

ア
が
生
息
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
常
に
観
察
し
て
警
戒
し
て

く
だ
さ
い
。
ヌ
ー
ト
リ
ア
は
繁

殖
力
が
高
く
、
ま
さ
に
ネ
ズ
ミ

算
式
で
増
え
ま
す
。
ま
た
、
平

成
22
年
か
ら
は
、
有
害
な
外
来

生
物
と
し
て
駆
除
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
し
発
見
し
た
ら

地
域
ぐ
る
み
の
捕
獲
と
撲
滅
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
皆
さ

ん
の
注
意
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
豆
島
の
冬
の
訪
れ
を
告
げ

る
伝
統
の
小
豆
島
駅
伝
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
温
か

い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
㈰

　

10
時
15
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

土
庄
町
吉
ケ
浦
（
安

全
モ
ー
タ
ー
ス
前
）
〜
坂
手

（
坂
手
車
庫
前
）

　

全
８
区
間

距
離　

18
・
85
㎞

出
場
予
定
チ
ー
ム　

池
田
、
二

生
、
三
都
、
西
村
、
草
壁
、

安
田
、
苗
羽
、
坂
手
、
福
田
、

土
庄
、
淵
崎
、
大
鐸
、
北
浦
、

四
海
、
大
部
、
豊
島

※
通
過
予
想
時
刻
は
、
天
候
等

に
よ
っ
て
多
少
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

円
滑
な
大
会
運
営
が
行
え

る
よ
う
選
手
通
過
時
刻
の
車

輌
通
行
自
主
規
制
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

特
に
ス
タ
ー
ト
前
後
約
10

分
間
は
、
安
全
モ
ー
タ
ー
ス

前
が
混
雑
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
土
庄
港（
フ
ェ

リ
ー
、
高
速
艇
）を
利
用
さ
れ

る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中　　継　　所 通過予想時刻
スタート（安全モータース前） 10：15
1 富丘八幡大鳥居前 10：21～10：25
2 東蒲生バス停前 10：29～10：36
3 池田中学校前 10：35～10：44
4 丸山バス停前 10：42～10：52
5 オリーブナビ小豆島前 10：50～11：00
6 草壁桟橋前 10：57～11：11
7 炭山歯科医院前 11：05～11：21
ゴール（坂手車庫前） 11：14～11：35

中
継
所
通
過
予
想
時
刻

小豆島中学校の体操服販売を希望小豆島中学校の体操服販売を希望
される事業者にお知らせされる事業者にお知らせ

　平成26年４月１日より新しい中学校「小豆
島中学校」となります。
　小豆島中学校の体操服の販売を希望される
事業者は小豆島町へ登録が必要となります。

登録資格
■小豆島町内で店舗を有し、衣料品の販売を行
　っている事業者
参加資格
■小豆島町内に本社・本店を有する事業者
■法人である場合は法人、個人事業主である場
合は個人において、小豆島町税完納証明（直
近のもの）の交付を受けることができる事
業者

受付期間
■12月２日㈪～６日㈮
※随時受付も行います。
提出書類
■申請書様式は11月25日以降、池田地区は池田
窓口センター、内海地区は学校教育課にあ
ります。

　申請書に記載、押印し、完納証明と併せて、
池田窓口センターまたは、学校教育課へ提
出してください。

問い合わせ先
　学校教育課　学校教育係（☎82－7014）

第第
5454
回
小
豆
島
駅
伝
競
走
大
会　

開
催
！

回
小
豆
島
駅
伝
競
走
大
会　

開
催
！

ヌ
ー
ト
リ
ア
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

香
川
県
小
豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

平均体重
4～5㎏

体長0.6～1ｍ



小豆島町立
図書館
☎82－0291
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広報文芸
歌壇　小豆島
十月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

今月のロビー展

12月の行事予定
行 事 名 日　　　　　　時 対　象

論語を読む会
おはなしひとみ会
古文書講座
読書会
クリスマスおたのしみ会
更級日記を読む会

7日㈯　
8日㈰　
14日㈯　
15日㈰　
15日㈰　
21日㈯　

10：00～12：00
14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～16：00
13：30～16：30
14：00～16：00

一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

大人向け　「ゆく年・くる年」おすすめ図書展　　12月28日㈯まで
こども向け　「クリスマスをたのしもう！」図書展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月28日㈯まで

日
時　

12
月
15
日
㈰

　

９
時
〜
14
時

場
所　

オ
リ
ー
ブ
タ
ウ
ン
前

　

町
有
地

内
容　

地
場
物
産
品
が
大
集
合

　

！
子
供
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
！
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

手
づ
く
り
ト
ラ
ッ
ク
市
（
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
販
売
し
ま

す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
町
商
工
会
事
務
局

　

☎
６
２
―
０
４
２
７

　

蕭
６
２
―
０
４
８
８

　

M
ail:info@

tonosho-shoko

　

kai.com

　

H
P
:http://tonosho-shoko

　

kai.com

黒書院の六兵衛　上・下　
潜入調査
いい加減な夜食　3
小さいおじさん
窓際ドクター
人類資金　上
黄金海流
かぐや姫の物語
劇場版SPEC～結～漸ノ篇
甘いもんでもおひとつ
独　　走
潮 鳴 り
探偵部への挑戦状
君のいた日々
グリード　上・下
猫を拾いに
かにみそ
失敗屋ファーザー
ひとりで学べる簿記入門
親子で楽しむ12ヵ月のキッズイベント
子どもと親のためのワクチン読本
絵手紙で楽しむ二十四節気・七十二候
Soup Stock Tokyoのスープの作り方
アタマとカラダが冴える！東大おやつ教室
簡単！おいしい！サバ缶レシピ　
るるぶ四国八十八ヵ所　2013

浅 田 次 郎
藤 田 宜 永
秋 川 滝 美
尾 崎 英 子
川 渕 圭 一
福 井 晴 敏
安　部　龍太郎
坂 口 理 子
豊 田 美 加
田 牧 大 和
堂 場 瞬 一
葉 室　　 麟
東 川 篤 哉
藤 野 千 夜
真 山　　 仁
川 上 弘 美
倉 狩　　 聡
樋 口 卓 治
岩 渕 昭 子
辰 元 草 子
母 里 啓 子
絵手紙365日編集部
スープストックトーキョー
東大料理愛好会
ナ ガ タ ユ イ

（幼児向き）
おつきさんのぼうし
しろちゃんとはりちゃん
だましえだいく
おばけのゆきだるま
ふゆやさいのふゆやすみ

（児童向き）
ひいきにかんぱい！
ジャッキー・ロビンソン
クリスマスクッキングふしぎなクッキーガール
風になった名犬チロリ

（ティーンズ向き）
レントゲン
終 物 語　上
浮いちゃってるよ、バーナビー！

笹百合句会

石
門
や
昔
紅
葉
を
焚
き
し
こ
と　
　
　
　
　

木
下
り
よ
う

卒
寿
な
れ
身
の
程
だ
け
の
年
用
意　
　
　
　

黒
木　

寿
子

繰
返
し
句
集
親
し
み
冬
ご
も
り　
　
　
　
　

照
木　
　

幸

空
耳
と
思
へ
ど
や
は
り
笹
鳴
け
る　
　
　
　

久
保　

愛
子

孫
達
と
わ
が
誕
生
日
鍋
囲
む　
　
　
　
　
　

左
海　

広
子

あ
け
び
の
実
も
う
限
界
と
口
開
く　
　
　
　

播
磨
美
恵
子

裏
鬼
門
花
柊
の
匂
ひ
か
な　
　
　
　
　
　
　

波
田　

好
博

卒
業
の
写
真
を
友
の
持
ち
て
来
て
こ
れ
誰
ぞ
ど
れ
誰
か
い
な
虫
眼
鏡
で
見
る　
　

堀
内　

実
男

高
齢
化　

夜
の
お
出
掛
け
あ
や
ふ
く
て
月
の
句
会
も
昼
間
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

同
窓
会　

余
韻
伝
播
し
な
が
な
が
と
友
に
近
況
メ
ー
ル
を
送
る　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

出
番
待
ち　

胸
の
高
鳴
り
鎮
む
べ
く
て
の
ひ
ら
呪
文
一
気
に
呑
み
込
む　
　
　
　

八
木　

慶
子

わ
が
迷
ひ
掻
き
消
さ
れ
た
り
「
手
作
り
の
庭
」
感
動
の
涙
に
出
会
ふ　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

二
夜
さ
を
窓
に
宿
れ
る
カ
マ
キ
リ
に
掛
け
や
る
声
を
一
つ
増
や
せ
り　
　
　
　
　

森　

フ
サ
子

入
院
の
ネ
ー
ム
バ
ン
ド
を
手
首
に
し
新
生
児
室
の
赤
子
と
ぞ
な
る　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

こ
れ
と
い
ふ
時
に
を
の
こ
は
全
裸
な
り
褌
一
丁
大
太
鼓
打
つ　
　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

第第
88
回
し
ょ
う
ど
し
ま　
　

回
し
ょ
う
ど
し
ま　
　

　
　
　

フ
レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア

　
　
　

フ
レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア

クリスマスおたのしみ会
12月15日㈰13時30分から「クリスマスおたのしみ会」を行います。
クリスマスソングを歌ったり、ゲームをしたり、おはなし会などを行います。小
さなお子さんから、大人の方まで、ぜひ遊びに来てください。お待ちしています。

オリーブギャラリー12月の展示（オリーブナビ小豆島2階）

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容
12月21日㈯～1月4日㈯

なお、12月28日㈯～30日㈪まで
は、休館日です。

句会合同作品展
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急
手
当
の
み
。
こ
れ
以
外
は

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

○
打
撲
・
ね
ん
ざ
・
挫
傷
（
肉

離
れ
等
）

　
  

　
・
保
険
で
施
術
を
受
け
ら
れ
な

い
負
傷

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

×
日
常
生
活
に
お
け
る
疲
れ
や

肩
こ
り

×
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体

疲
労

×
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
慢
性

関
節
炎

×
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
五
十
肩

の
痛
み

×
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性

病
×
仕
事
中
や
通
勤
途
上
の
負
傷

　
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項

①
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

　

外
傷
性
の
負
傷
で
な
い
場
合

は
国
民
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ

ん
。
負
傷
し
た
原
因
を
正
確
に

伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、「
医
療
機
関
な
ど

へ
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
」
の

４
回
目
と
な
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
と
は
？

　

柔
道
整
復
師
は
、
骨
折
・
ね

ん
ざ
・
打
撲
な
ど
の
痛
み
に

対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
手
術
や
薬

の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な

ど
は
行
え
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
柔
道
整
復
に
対
す
る

保
険
給
付
（
一
部
負
担
金
以
外

の
保
険
が
支
払
う
医
療
費
）
の

支
払
額
が
大
き
く
増
え
続
け
て

い
ま
す
が
、
柔
道
整
復
師
に
よ

る
施
術
で
国
民
健
康
保
険
が
使

え
る
の
は
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

施
術
を
受
け
る
前
に
き
ち
ん

と
確
認
し
て
、
正
し
く
施
術
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
保
険
で
施
術
を
受
け
ら
れ
る

　

負
傷

　

仕
事
中
や
通
勤
時
以
外
の
、

急
性
ま
た
は
亜
急
性
（
急
性
に

準
ず
る
）
の
外
傷
性
傷
病
の
場

合
は
、
保
険
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
骨
折
・
脱
臼
…
（
た
だ
し
応

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

第第
77
回回

②
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

同
一
の
負
傷
を
同
時
期
に
整

形
外
科
で
の
治
療
と
柔
道
整
復

師
の
施
術
を
受
け
た
場
合
は
、

原
則
と
し
て
柔
道
整
復
師
の
施

術
料
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

③
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し

　

ょ
う
。

　

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず

自
分
で
自
署
（
サ
イ
ン
）
し

ま
し
ょ
う
。

　

療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
受

療
者
が
柔
道
整
復
師
に
国
保

へ
の
請
求
を
委
任
す
る
も
の
で

す
。
申
請
書
の
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
、
必
ず
自
分
で
申
請
書

に
サ
イ
ン
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し

　

ょ
う
。

　

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
金

額
に
問
題
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
で
、
医
療
機
関
へ

の
か
か
り
方
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

小
豆
島
町
で
は
、
子
育
て
応

援
の
充
実
を
図
り
、
地
域
社
会

を
元
気
に
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
い

た
〝
子
育
ち
応
援
計
画
策
定
の

た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
〞
を
行
い

ま
す
。

　

８
月
に
大
学
教
授
、
保
育
者
、

有
識
者
で
構
成
す
る
「
す
く
す

く
子
育
ち
応
援
会
議
」
を
発
足

し
、
高
松
大
学
と
連
携
し
て
、

調
査
票
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
回

答
は
、
小
豆
島
町
の
課
題
、
問

題
点
を
掘
り
起
し
、
今
後
の
小

豆
島
町
が
「
魅
力
あ
る
ま
ち
・

帰
り
た
く
な
る
ま
ち
」
に
な
る

た
め
の
計
画
づ
く
り
の
資
料
と

し
、
次
の
事
業
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

①
質
の
高
い
教
育
・
保
育
の
提
供

②
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

③
発
達
障
害
児
や
そ
の
家
庭
へ

の
支
援

④
現
在
あ
る
施
設
の
再
編

⑤
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑥
出
会
い
の
輪
の
創
出

⑦
職
場
の
創
出

⑧
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

誘
致
（
移
住
促
進
）

お
答
え
い
た
だ
い
た
回
答
や
個

人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
子

育
ち
応
援
計
画
策
定
」
を
目
的

と
し
て
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の

目
的
や
個
人
が
特
定
で
き
る
形

で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
回
答
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
ち
共
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
０

ニーズ調査

平成26年5月

課題の掘り起し

課題解決のための対策検討

小豆島町子育ち応援計画策定

子
育
ち
応
援
計
画
策
定
に
向
け
た

子
育
ち
応
援
計
画
策
定
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ニ
ー
ズ
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

218Kcal
　5.3ｇ
　10.3ｇ
54mg
　0.4ｇ

今年のテーマ　 ～オリーブオイルを使ったレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

かぼちゃ
ゆで卵
玉ねぎ
オリーブオイル

塩
こしょう
マヨネーズ
スライスチーズ　

1/4切れ
　１個
1/4個
大さじ１

少々
少々

大さじ２
１枚

玉ねぎはみじん切りにする。フライパンにオリーブオ
イルを熱して玉ねぎを炒め、塩、こしょうをふり、き
つね色になるまで炒める。ゆで卵は角切りにする。玉
ねぎ、ゆで卵、マヨネーズをざっくり混ぜる。
かぼちゃは種とワタを取り、食べやすい大きさに薄く切
る。耐熱皿に入れて、ふんわりラップをしてレンジで５
分程加熱する。
かぼちゃがやわらかくなったら①を上に盛る。チーズを
乗せて、トースターで焦げ目がつくまで焼く。

①

②

③

かぼちゃの
ホットサラダ

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

12月５日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

12月12日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦

12月19日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

※12月26日はお休みします。
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

し
か
し
、
4
〜
5
歳
と
い
う
年

齢
で
は
、
集
団
生
活
を
送
る
お

子
さ
ん
も
増
え
、
社
会
性
が
ぐ

ん
と
発
達
す
る
と
と
も
に
、
発

達
を
促
す
よ
う
な
関
わ
り
が
必

要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で

す
る
、お
友
達
と
仲
良
く
す
る
、

伝
え
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
伝

え
相
手
の
気
持
ち
に
も
気
づ
い

て
あ
げ
る
、
先
生
の
言
う
こ
と

　

今
年
か
ら
、
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
乳
児
健
康
診
査
、
1

歳
半
健
康
診
査
、
3
歳
児
健
康

診
査
に
加
え
て
、
新
た
に
「
5

歳
児
健
康
診
査
」
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
3
歳
児
健
康

診
査
が
終
わ
っ
て
か
ら
就
学
時

健
康
診
査
ま
で
、
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
を
客
観
的
に
確
認
す

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
聞
い
て
行
動
す
る
、
ち
ゃ
ん

と
顔
を
み
て
話
を
聞
く
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

5
歳
児
健
康
診
査
は
、
こ
れ

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
成
長
や
発

達
を
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
確

認
し
て
喜
び
、
こ
れ
か
ら
小
学

校
入
学
に
む
け
て
、
頑
張
っ
て

お
き
た
い
こ
と
や
身
に
つ
け
て

お
き
た
い
習
慣
を
お
伝
え
し
た

り
、
幼
児
期
の
子
育
て
の
悩
み

の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
お
子
さ
ん

の
成
長
・
発
達
を
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
5
歳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

　

小
豆
島
町
で
は
住
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
関

心
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
人
権
・
同
和
教

育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
世
界
約
60
か
国
以
上

で
活
躍
す
る
国
際
派
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
の
「
ち
ゃ
ん
へ
ん
．」
さ

ん
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
演
題
】

　
「
〜
あ
き
ら
め
な
い
心
〜
」

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

30
分　

　

講
演
50
分　

ラ
ッ
プ
10
分

　

朝
鮮
人
と
し
て
ウ
ト
ロ
に
生

ま
れ
、
厳
し
い
家
庭
に
育
て
ら

れ
る
。
小
学
校
の
頃
に
朝
鮮
人

と
い
う
理
由
で
い
じ
め
を
受

け
、
次
第
に
「
自
分
は
世
の
中

に
必
要
な
い
存
在
な
ん
だ
」
と

考
え
は
じ
め
る
。
生
き
る
目
標

を
持
て
な
か
っ
た
中
学
２
年
生

の
時
に
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
出
会

　
【
講
師
】　

ち
ゃ
ん
へ
ん
．

　
【
日
時
】　

12
月
14
日
㈯

　

受
付　

12
時
30
分

　
　
　
　

〜
13
時
15
分

　

開
会　

13
時
15
分
〜
15
時

　
【
会
場
】　

サ
ン･

オ
リ
ー
ブ  

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

　
【
入
場
料
】　

無
料

　
【
主
催
】　

小
豆
島
町
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
、

人
権
対
策
課

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
人
権
対
策

課　

☎
８
２
―
７
０
１
１

　

●
講
演
会
の
ご
案
内

　

●
講
演
会
の
ご
案
内

い
、
人
生
で
初
め
て
喜
び
と
感

動
を
知
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を

志
し
、
独
学
で
芸
や
技
を
身
に

つ
け
る
。

　

２
０
０
２
年
に
17
歳
で
プ
ロ

デ
ビ
ュ
ー
し
、
日
本
最
大
級
の

大
道
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
最

年
少
出
場
。
２
０
０
４
年
以
降

は
主
に
海
外
を
中
心
に
活
躍

し
、
60
カ
国
で
公
演
を
行
う
。

　

２
０
０
９
年
、
本
格
的
に
日

本
で
の
活
動
を
再
開
。
専
属
レ

ギ
ュ
ラ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し

て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、

大
阪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
と

同
時
契
約
を
す
る
等
、
現
在
、

国
際
的
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
中
。

　
【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
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12月4日から10日は

みんなで築こう
　　　 人権の世紀

「人権週間」「人権週間」です。

人
権･

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ　

45

「
小
豆
島
町
人
権・同
和
問
題
意
識
調
査
」結
果
の
お
知
ら
せ（
第
7
回
）

小
豆
島
町
内
児
童
・
生
徒
に
よ
る

人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
各
学
校
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
児
童
・

生
徒
の
創
作
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・
標
語
や
総
合
学
習
を
通

し
て
広
く
人
権
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
人
権
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

池
田
中
学
校
生
徒
の
作
品

内
海
中
学
校
生
徒
の
作
品

◎
小
豆
島
高
校
人
権
研
究
委
員

会
に
よ
る
研
究
の
成
果

　
　
「
教
科
書
無
償
運
動
」

期　

間　

12
月
５
日
㈭

　
　
　
　

〜
10
日
㈫

◎
池
田
小
学
校
・
池
田
中
学
校
・ 

内
海
中
学
校
の
人
権
作
品
展

示
期　

間　

12
月
12
日
㈭

　
　
　
　

〜 

17
日
㈫

◎
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・
小

学
生
・
中
学
生
に
よ
る
作
品

展
示
お
よ
び
教
室
・
講
座
受

講
生
の
作
品
展
示

期　

間　

12
月
4
日
㈬

　
　
　
　

〜
10
日
㈫

※
12
月
8
日
㈰
は
閉
館
し
ま
す
。

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
２
階

　

情
報
プ
ラ
ザ

草
壁
会
館

２年　藤田　真由

２年　城　　有希

２年　藤原亜耶奈

２年　岡本花奈乃

２年　久保　茂史

２年　山神梨々香

１年　村上　花梨

３年　濵本帆乃華

　

２
０
１
１
年
７
月
に
実
施
し

た
意
識
調
査
の
第
７
回
目
の
結

果
報
告
で
す
。
今
回
は
、
日
頃

か
ら
人
権
問
題
や
同
和
問
題
で

感
じ
て
い
る
こ
と
と
し
て
自
由

意
見
欄
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

自
由
意
見

　

１
１
８
人
が
自
由
意
見
欄
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
主

に
①
行
政
に
つ
い
て
②
教
育
に

つ
い
て
③
人
権
啓
発
の
要
望
・

提
言
に
つ
い
て
④
地
区
に
つ
い

て
⑤
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
行
政
に
つ
い
て
は
、
37
人
中

18
人
が
同
和
行
政
に
対
し
て

批
判
的
な
立
場
か
ら
の
記
述

が
あ
り
、「
逆
差
別
論
」（
地

区
を
優
遇
し
す
ぎ
て
い
る
と

の
考
え
方
）
が
根
強
く
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
啓
発

活
動
の
中
で
、
差
別
を
正
当

化
す
る
理
由
づ
け
に
な
ら
な

い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

②
教
育
に
つ
い
て
は
、
５
人
中

４
人
が
学
校
で
の
人
権
・
同

和
教
育
に
対
し
て
「
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
そ
の
う
ち
に
差

別
は
無
く
な
る
」
や
「
寝
た

子
を
お
こ
す
な
」
と
の
批
判

的
な
立
場
の
自
然
解
消
論
の

記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
差
別
は
自
然
現
象
で
は

な
く
人
間
が
行
っ
て
い
る
社

会
問
題
で
す
か
ら
人
間
が
差

別
を
止
め
な
い
限
り
自
然
に

は
無
く
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

③
人
権
啓
発
へ
の
要
望
・
提
言

で
は
、「
具
体
的
に
説
得
力

の
あ
る
話
を
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
住
民
の

方
の
声
を
受
け
止
め
、
幅
広

く
理
解
と
共
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

④
地
区
住
民
に
関
す
る
意
見
で

は
、
９
人
中
６
人
が
態
度
や

マ
ナ
ー
違
反
な
ど
の
記
述
を

し
て
お
り
、
地
区
全
体
を
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
決
め
つ

け
る
「
部
落
責
任
論
」（
こ
わ

い
か
ら
差
別
さ
れ
る
と
の
考

え
方
）
が
根
強
く
あ
る
こ
と

か
ら
、
隣
保
館
で
の
交
流
会

な
ど
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
利
用
し
て
、
こ
の
よ

う
な
出
所
不
明
の
伝
聞
に
よ

る
誤
解
や
偏
見
を
無
く
す
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
１
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毎
日
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
多
く
は
燃
や
せ

る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す

こ
と
は
、
限
り
あ
る
資
源
や
環

境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
小
豆
島
町
で
は
ご

み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め

生
ご
み
処
理
器
や
堆
肥
化
容
器

を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
器
と
は
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
処

理
を
目
的
と
し
た
乾
燥
等
の
機

能
を
有
す
る
機
器
で
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
化
容
器
と
は
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
等
を
材
料
と
し
た
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
堆
肥
化
さ
せ
る
機
器
で
す
。

補
助
金
交
付
対
象
者

小
豆
島
町
に
居
住
し
て
い
る
方

た
だ
し
、
過
去
に
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
５
年
を
経
過
し
な

い
方
は
除
き
ま
す
。　

補
助
金
額

●
生
ご
み
処
理
器

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
以
内

　

補
助
上
限
額
２
万
円

●
堆
肥
化
容
器

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
以
内

　

補
助
上
限
額
３
千
円

温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加

　

現
在
、
私
た
ち
は
石
油
や
石

炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量
に

燃
焼
さ
せ
な
が
ら
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
化
石
燃

料
の
大
量
消
費
に
よ
り
、
地
球

の
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス（
主

に
二
酸
化
炭
素
）
の
濃
度
が
急

速
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
を
包
ん
で
い
る
大
気
中

に
は
、主
な
成
分
で
あ
る
窒
素
、

酸
素
以
外
に
二
酸
化
炭
素
や
メ

タ
ン
に
代
表
さ
れ
る
微
量
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
は
地
球
表
面
を
温

め
、
温
め
ら
れ
た
地
表
面
か
ら

は
熱
が
放
射
さ
れ
ま
す
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
は
こ
の
放
射
熱
を

吸
収
し
て
大
気
を
温
め
、
地
球

の
気
温
を
生
物
が
暮
ら
し
や
す

い
温
度
に
保
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

地
球
規
模
の
悪
影
響

　

し
か
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

濃
度
が
高
く
な
る
と
、
熱
の
吸

収
量
が
増
加
し
て
地
球
の
気
温

が
上
が
り
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

20
世
紀
中
に
は
、
世
界
の
平

均
気
温
が
約
0.6
℃
上
昇
す
る
と

と
も
に
、
平
均
海
水
面
も
10
〜

20
㎝
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、

異
常
気
象
の
頻
発
や
生
態
系
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
地
球
規

模
で
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
限

ら
れ
た
資
源
を
将
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
方
や
社
会
の
仕
組
み
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
問
題
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
多
く
の
人
々
の
意
思

が
結
集
さ
れ
れ
ば
地
球
規
模
の

大
き
な
力
に
も
な
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
世
帯
数

の
増
加
や
家
電
製
品
の
普
及
に

伴
い
年
々
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

資
源
の
節
約
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
少
な
い
製
品
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
大
き
な
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

次
の
10
項
目
を
参
考
と
し
て
、

皆
さ
ん
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
削
減
と
地
球
温
暖
化
防
止
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

1212
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

①
冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、

暖
房
の
温
度
を
１
℃
低
く
設

定
す
る

②
週
２
日
往
復
８
㎞
の
車
の
運

転
を
ひ
か
え
る

③
１
日
５
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
を
行
う

④
主
電
源
を
切
る
。
長
時
間
使

わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
く
な
ど
待
機
電
力
を

90
％
削
減
す
る

⑤
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
を
１
日
１

分
家
族
全
員
が
減
ら
す

⑥
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
使

い
ま
わ
す

⑦
ジ
ャ
ー
の
保
温
を
止
め
る

⑧
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
欒
し
、

　

暖
房
や
照
明
の
利
用
を
２
割

減
ら
す

⑨
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
省

包
装
の
野
菜
な
ど
を
選
ぶ

⑩
テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
１
日

１
時
間
テ
レ
ビ
利
用
を
減
ら

す

年末特別収集について（おしらせ）
　年度はじめに配布しているごみ収集カ
レンダーのとおり、燃やせるごみ（可燃）
の収集を行います。日時・対象地区は次
のとおりです。

日時　12月29日㈰
対象地区　西村、神懸通、草壁本町、南、
片城、安田、木庄、坂手

日時　12月30日㈪
対象地区　池田全地区、馬木、苗羽、古
江、堀越、田浦、橘、岩谷、当浜、福田、
吉田

問い合わせ先
　環境衛生課　☎82－7008
　池田窓口センター　☎75－0557

「
生
ご
み
処
理
器
」と「
堆
肥
化
容
器
」の

「
生
ご
み
処
理
器
」と「
堆
肥
化
容
器
」の

補
助
制
度
に
つ
い
て

補
助
制
度
に
つ
い
て
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

豆島町と南島原市をつなぐ新たな絆

国の舞台へ決意を新たに

本的な生活習慣の大切さを学んで

南島原市・小豆島町歴史と交流のシンポジウム・姉妹都市盟約調印式

小豆島高校陸上部女子駅伝チーム全国高校駅伝出場報告

「子どもの生活習慣づくり」ポスターコンクール

　10月27日、サン・オリーブで南島原市・小豆島町歴史と
交流のシンポジウム・姉妹都市盟約調印式が開催されました。
　式典では、長崎県南島原市から藤原米幸市長をはじめ
40人の皆さんが参加し、両市町の縁と未来を考えるシン
ポジウムが行われた後、改めて姉妹都市盟約の調印式が行
われました。　
　両市町は、旧内海町と旧南有馬町時代の昭和58年姉妹
都市盟約を結んでおり、30年の節目となる今回を新たな
交流の出発点とし、今後さらに絆を深めていくことを誓い
ました。

　11月12日、2年連続3回目の全国高校駅伝出場（12
月22日、京都西京極陸上競技場）を決めた小豆島高校
陸上部女子駅伝チームの皆さんが、出場報告のため塩田
町長を表敬訪問しました。
　選手の皆さんは、「本番では、香川県大会の記録を上
回る記録で走りたい。」と抱負を述べていました。
　また、選手の皆さんには、スポーツジャーナリストの
増田明美さんから激励の手紙と色紙が贈られ、選手の皆
さんは、全国の舞台への決意を新たにしていました。

　11月4日、香川県教育委員会主催の「子どもの生活
習慣づくり」ポスターコンクールの幼児の部において、
福田幼稚園の宮

みや

下
した

晴
はる

渡
と

くん（５歳児）が最優秀賞を受
賞し、さぬきこどもの国で表彰式が行われました。
　同コンクールは、子どもたちが健やかに成長してい
けるように、基本的な生活習慣の大切さについて多く
の子どもたちに関心を持ってもらい、生活習慣づくり
のより一層の普及啓発を図ることを目的としています。

小

全

基

っときれいなホタルの里で
池田中学校 2年生、中山ほたるの里ボランティア体験

　11月15日、殿川ダム上流のホタルの里で池田中
学校2年生26名によるボランティア体験が行われま
した。
　体験は、来年から内海中学校と統合して小豆島中
学校になる池田中学校の皆さんから、池中生として
最後のボランティアをしたいという申し出から実現
したもので、池田中学校の卒業生の皆さんとともに、
刈り草集めやオニユリの植え付けが行われ、これか
らもきれいなホタルの里を守っていくことを誓って
いました。

ず
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December

く
ら
し
の
情
報

総
務
課　

☎
７
５
―
１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
勤

務
す
る
臨
時
職
員
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
臨
時
事
務
員
（
庁
舎
・
図
書

館
）　　
　
　
　

３
名
程
度

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
等
の
基

本
操
作
が
で
き
る
方

②
臨
時
保
育
士　
　

1
名
程
度

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
採
用
日
ま
で
に
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
方

③
臨
時
（
准
）
看
護
師

　
（
福
田
診
療
所
）　

1
名
程
度

　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
採
用

期
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み

の
方

④
臨
時
し
尿
収
集
作
業
員 

       

２
名
程
度

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
小

豆
島
町
に
勤
務
す
る
職
員
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
保
健
師
（
短
大
卒
）

　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許

を
有
す
る
方
ま
た
は
採
用
期
日

ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
方

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪

　

〜
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課　

☎
７
５
―
１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 募

集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
島
町
職
員
募
集

　

新
た
な
発
想
で
よ
り
一
層
組

織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民

間
企
業
等
で
活
躍
し
た
経
験
を

有
し
、
そ
の
経
験
で
培
っ
た
豊

か
な
感
性
や
発
想
を
生
か
し
、

小
豆
島
町
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

民
間
企
業
等
で
職
務
経
験
を
有

す
る
方
を
対
象
と
し
た
職
員
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
一
般
行
政
職
（
大
学
卒
）

　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

し
、
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職

務
経
験
を
5
年
以
上
有
す
る
方

②
建
築
事
務
職
（
大
学
卒
）

　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

し
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て
建

築
関
係
技
術
者
と
し
て
職
務
経

験
を
５
年
以
上
有
す
る
方

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪

　

〜
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

12月

小
豆
島
町
臨
時
職
員
募
集

　
【
出
品
要
件
】

　

香
川
県
内
で
収
穫
し
た
オ
リ

ー
ブ
の
果
実
の
み
を
原
料
と
し

て
、
県
内
で
採
油
さ
れ
た
食
用

エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
で
、
販
売
を
目
的
と

し
て
製
造
さ
れ
た
製
品
に
限
り

ま
す
。

　

な
お
、
出
品
数
は
、
１
出
品

者
に
つ
き
１
品
と
し
ま
す
。

　
【
審
査
方
法
】　
一
次
審
査
：
化

学
検
査
に
よ
る
規
格
を
満
た

し
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク

二
次
審
査
：
一
次
審
査
を
通
過

し
た
製
品
の
審
査
員
に
よ

る
官
能
検
査

　
【
表
彰
】 

　

二
次
審
査
に
よ
る
得
点
に
よ

っ
て
受
賞
者
を
決
定
し
、
３
月

15
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
【
受
付
期
間
等
】　

12
月
２
日

㈪
〜
27
日
㈮

　

申
込
書
に
よ
る
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
募
集
要
項
を
確
認

の
う
え
、
期
間
内
に
オ
リ
ー
ブ

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
オ
リ

ー
ブ
課
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
豆
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※
応
募
製
品
の
出
品
は
平
成
26

年
１
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

オ
リ
ー
ブ
課
☎
８
２
―
７
０
１
８

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品
評
会
出
品
者
募
集

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品
評
会
出
品
者
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
協
会
で
は
、
香
川
県
内
産
の

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上
を
目
的
に「
香
川
県
オ
リ
ー
ブ
品

評
会（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
部
門
）」の
出
品
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
を
対

象
に
し
た
小
豆
島
町
職
員
募
集

　坂手の壁画絵師で地域お
こし協力隊の岡村美紀さ
んによる絵画教室ワーク
ショップを行います。段
ボールにひとりひとりが
思い描く木を描き、工作
し、町に並べて森をつくり
ましょう。
日時　12月7日㈯、8日㈰
　14時～17時（参加自由、
　両日参加も可）
場所　坂手ＪＡ跡地ei
費用　無料
準備物　画材として段ボー
　ルをご持参ください。枚
　数、大きさは問いません。
連絡先　小豆島町地域おこ
　し協力隊　岡村美紀
　☎080－4237－6740

【森をつくる】
ワークショップ
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総
務
課
☎
７
５
―

１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
勤

務
す
る
身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
臨
時
職
員
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

募
集
人
数
お
よ
び
応
募
資
格

①
臨
時
事
務
員
（
庁
舎
）

得
し
て
い
る
方

⑤
臨
時
道
路
保
全
等
作
業
員

３
名
程
度

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取

得
し
て
い
る
方

⑥
臨
時
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手 

１
名
程
度

　

大
型
自
動
車
第
１
種
ま
た
は

第
２
種
運
転
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方

年
齢
要
件　

①
〜
⑥
昭
和
29
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪

　

〜
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

１
名
程
度

　

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
独

力
で
通
勤
で
き
、
介
護
な
し
に

業
務
を
遂
行
で
き
る
方
。
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
等
の
基
本
操
作

が
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪

　

〜
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
☎
７
５
―

１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

入
学
定
員　

15
名

修
業
年
限　

2
年

受
験
資
格　

高
等
学
校
以
上
卒

　

業
者（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

　

・
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

込
み
を
含
む
）

試
験
日　

1
月
23
日
㈭　

10
時
〜

試
験
場
所　

小
豆
島
准
看
護
学

院
（
内
海
病
院
北
隣
3
階
建

て
の
建
物
）

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
面
接

受
験
料　

１
０
，０
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

平
成
26
年
１

月
14
日
㈫
〜
20
日
㈪
の
17
時

ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
郡
医
師

会
立
小
豆
島
准
看
護
学
院

　

☎
・
蕭
８
２
―
０
４
９
８

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
12
月
13
日
㈮

　

10
時
〜
15
時

　

②
12
月
18
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所　

①
内
海
庁
舎　

研
修
室

　

②
池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

小
豆
島
町
臨
時
職
員
募
集

相
談

A
d
v
ice

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

小
豆
島
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

小豆島無料法律相談会
　小豆島町社会福祉協議会では、土庄町社会
福祉協議会と合同で、法テラスと協力して、
弁護士による無料法律相談会を開催します。
日時　平成26年１月15日㈬　13時～16時
場所　（小豆島町会場）池田保健センター
　　　（土庄町会場）　 土庄町総合福祉会館
受付期間　12月9日㈪～20日㈮
　　　　　９時～17時30分（土日は除く）
注意事項
　①事前電話予約制
　②定員になりしだい受付を終了します。
※無料相談の要件に該当するか確認のため、
申込時に資力確認をさせていただきます。
合同申し込み・問い合わせ先
　法テラス香川法律事務所　☎050－3383－5572

家族介護教室のご案内
　在宅介護に役立つ知識や技術を学ぶ教室を下
記のとおり開催します。ぜひご参加ください。

日時　12月20日㈮　13時30分～15時30分
場所　サン・オリーブ
内容　知って得する介助技術　～着脱介助、排
泄介助編～衣類の着脱介助、オムツ交換を中
心に、在宅で必要な介護実習を行います。　

持参物　紙オムツ（普段お使いのものがあれば）、
パジャマ

対象者　町内に住所を有し、在宅でご家族を介
護されている方等

参加費　無料
定員　　20名程度
申し込み方法　12月６日㈮までに地域包括支援
センター（☎82－7006）までお申し込みくだ
さい。送迎を希望される方は合わせてご連絡
ください。
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毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

12月　くらしのカレンダー

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力
をお伝えしています。12月は、ドラマ「二十四の瞳」DVD情報、小豆島・冬の味覚、
小豆島高校の活動、二十四の瞳映画村のお正月などの話題をお届けする予定です。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

今月の納税
●固定資産税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

4期

6期
納期限
1月6日㈪です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

}

1日 日 小豆島駅伝競走大会　10：15～　　土庄安全モータース前出発
2日 月
3日 火 特設人権相談所　　10：00～15：00　　　　　内海福祉会館
4日 水
5日 木 2歳児歯科健診　　 13：30～14：30受付

　（対象児：平成23年3月～8月生まれ） イマージュセンター
こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

6日 金
7日 土
8日 日
9日 月
10日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
11日 水
12日 木
13日 金 胃がん検診　　　　　8：30～10：00受付

大腸がん検診　　　　9：30～11：30受付
乳がん検診　　　　　9：45～11：30受付　イマージュセンター
　　　　　　　　　13：00～14：00受付
子宮がん検診　　　14：00～14：30受付

14日 土 胃がん検診　　　　　8：30～10：30受付　　 内海福祉会館
15日 日
16日 月
17日 火
18日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
19日 木 1歳6か月児健診　 13：15～14：00受付

　（対象児：平成24年3月20日～6月19日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　イマージュセンター

20日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付
　（対象児：平成25年10月生まれ）　　イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

21日 土
22日 日
23日 月
24日 火 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
25日 水
26日 木
27日 金
28日 土
29日 日
30日 月
31日 火

}

}

町内の
【10月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 3 52 62
負 傷 者 3 67 87
死 亡 者 0 0 1

火　　災 1 8 8
救　　急 61 580 546

リサイクル情報
（10・11月受付分）

【譲ります】

【求めます】
エレクトーン

道着（柔道・合気道）
　　　　　　　3号～4号　3着

無償

無償

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

ラジカセはリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。 

（敬称略）寄　付みなさんからの

介護老人保健施設整備基金へ
　▷黒島　重俊（田浦）
　▷片山　克彦（坂手）
介護サービスうちのみへ
　▷黒島　重俊（田浦）
内海病院整備基金へ
　▷片山　克彦（坂手）
小豆島町へ
　▷片山　克彦（坂手）

　▷松島　　泰（東京都世田谷区）
ふるさと納税（寄付）



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き
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10
月
11
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
が
11
月
４
日

に
閉
幕
。
気
が
付
け
ば

今
年
も
残
り
わ
ず
か
、
芸

術
祭
と
と
も
に
島
内
を

駆
け
ま
わ
っ
た
あ
っ
と

い
う
間
の
１
年
で
し
た
。

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,485
7,305
8,180
6,647

人
人
人
世帯

（12人）
（7人）
（5人）
（8）

（11月1日現在（　）内は前月比）

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

戎
子
幸
弘
77
本

人

池

田

安
井
伊
津
子

82
信

之

〃

武
田
タ
ネ
コ

92
本

人

蒲

生

山
神
保
子
94
本

人

〃

三
木
昌
憲
53
本

人

西

村

三
井
時
江
80

清

神
懸
通

森
川
景
子
91
本

人
草
壁
本
町

河
原
日
出
子

98
伸

行

〃

田
中
高
一
郎

82
本

人

安

田

濵
本
綾
子
95
昌

喜

〃

小
川
ハ
ル
ヱ

92
本

人

苗

羽

北
𠩤
國
秀
78
本

人

田

浦

小
林
ト
ミ
コ

100
下
山
昌
生

坂

手

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

真
砂
大た

維い

志し

男
良

晃

蒲

生

上
嶋
心こ

鉄て
つ

男
進

一

橘

堀　
莉り

乃の

果か

女
安

志

〃

上
田　

新
あ
ら
た

男
茂

樹

馬

木

大
林　

咲さ
き

女
慈

郎

苗

羽

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
死　

亡　

（
13
人
）

◎
出　

生　

（
５
人
）

　

小
豆
島
へ
の
移
住
と
同
時

に
「
オ
リ
ー
ブ
整
骨
院
」
を
開

業
し
5
年
に
な
り
ま
す
。
今
年

は
「
も
み
ほ
ぐ
し
・
整
体　

ス

マ
イ
ル
ハ
ン
ド
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
来
年
は
、
高
齢
者
の
生

活
機
能
や
運
動
機
能
の
改
善
を

目
的
と
し
た
「
機
能
訓
練
セ
ン

タ
ー　

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
設
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
健

康
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
介
護

を
受
け
た
り
、
寝
た
き
り
に
な

ら
ず
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
期
間
の
事
で
あ
り
、
男
性

は
70
・
５
歳
、
女
性
は
73
・
５

歳
で
す
。
平
均
寿
命
ま
で
男

性
は
約
9
年
、
女
性
は
約
13

年
の
間
が
あ
り
、
そ
の
間
は

何
ら
か
の
介
護
や
治
療
等
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
期
間
を
少

し
で
も
減
ら
し
、
元
気
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
「
生
涯
自

分
の
足
で
歩
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
の
が
私
の
提
言
で

す
。
老
化
は
足
か
ら
と
言
わ

れ
る
様
に
、
歩
く
行
為
は
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
も
非
常

に
重
要
で
す
。
ま
た
、
歩
け
る

事
は
自
立
し
た
生
活
を
可
能
と

し
、
健
康
寿
命
延
長
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。「
歩
く
」
事
は
簡

単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
筋
力

や
関
節
の
動
き
、
神
経
と
の
連

動
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
様
々

な
要
素
が
う
ま
く
か
み
合
う
事

で
遂
行
で
き
ま
す
。
高
齢
者
は

こ
れ
ら
の
能
力
が
低
下
し
、
例

え
ば
少
し
の
段
差
に
つ
ま
ず
い

て
転
倒
↓
ケ
ガ
に
よ
っ
て
外
出

機
会
が
減
少
↓
更
な
る
身
体
機

能
の
低
下
↓
要
介
護
状
態
と

い
っ
た
悪
循
環
を
招
き
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
適
切
な

運
動
や
機
能
訓
練
に
よ
っ
て
歩

行
能
力
を
改
善
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
歩
行
能
力
の
改
善

は
何
歳
に
な
っ
て
も
可
能
な
の

で
す
。

　

日
本
の
高
齢
化
率
は
25
％
を

超
え
、
小
豆
島
町
は
香
川
県

の
市
町
村
の
中
で
も
高
齢
化
率

が
37
％
と
No
１
で
す
。
今
後
は

「
高
齢
化
率
No
１
で
も
健
康
寿

命
は
No
１
！
」
を
目
指
し
、

し
っ
か
り
自
分
の
足
で
歩
け
る

元
気
で
自
立
し
た
高
齢
者
が
増

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
も
そ
の
一
旦
を
担
っ

て
い
け
れ
ば
良
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『「
生
涯
自
分
の
足
で
」
健
康
寿
命
No
１
を
目
指
し
て
』

現
住
所　

安
田

石い
し　

井い　

辰た
つ　

興お
き

さ
ん

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
収
穫
が
終
わ
っ
た
園
地
を
今

一
度
見
回
り
、
果
実
の
摘
み

残
し
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
出
荷
で
き
な
い
病

果
で
も
、
樹
上
に
放
置
す
る

と
樹
が
傷
み
、
翌
年
以
降
の

安
定
生
産
に
影
響
し
ま
す
。

②
ま
た
、
こ
の
見
回
り
を
兼
ね

園
地
を
よ
く
観
察
し
、
将
来

の
樹
の
密
度
が
10
ａ
当
た

り
50
本
程
度
に
な
る
よ
う
、

間
伐
す
る
樹
を
検
討
・
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

③
収
穫
に
使
用
し
た
収
穫
袋
や

コ
ン
テ
ナ
は
、
洗
浄
し
て
片

付
け
ま
し
ょ
う
。


